
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
こ

れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ

四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
す
る

支
援
実
施
に
、
組
織
の
総
力

を
あ
げ
活
動
し
て
き
た
。
特

に
昨
年
Ｊ
Ｒ
連
合
と
と
も
に

取
り
組
ん
だ
「
Ｊ
Ｒ
産
業
に

関
わ
る
緊
急
政
策
課
題
の
解

決
を
求
め
る
署
名
」
で
は
全

体
で
22
万
筆
余
り
の
う
ち
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
単
独
で
３
５
，

３
５
５
筆
の
集
約
と
い
う
、

組
合
員
数
を
遥
か
に
上
回
る

筆
数
を
、
多
く
の
理
解
と
協

力
の
も
と
実
現
し
た
。
そ
の

結
果
、
新
た
な
支
援
の
た
め

の
法
改
正
と
と
も
に
「
四
国

に
お
け
る
新
幹
線
整
備
の
検

討
」
や
「
税
制
特
例
措
置
の

維
持
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
決

議
が
な
さ
れ
、
今
年
度
か
ら

Ｊ
Ｒ
四
国
に
対
し
て
は
５
年

間
で
１
，
０
２
５
億
円
の
支

援
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
年
度
末
に
期

限
切
れ
を
迎
え
る
、
Ｊ
Ｒ
四

国
の
経
営
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
税
制
支
援
措
置
の
二

島
・
承
継
特
例
に
つ
い
て
、

今
般
、
12
月
10
日
に
令
和
４

年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
税

制
改
正
大
綱
が
決
定
し
、
５

年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。こ

れ
は
、
昨
年
来
の
署
名

活
動
等
様
々
な
行
動
、
並
び

に
「
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
」
、
「
21
世
紀
の
鉄
道

を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

及
び
「
四
国
の
鉄
道
を
考
え

る
国
会
議
員
連
絡
会
」
に
お

い
て
当
該
税
制
特
例
措
置
の

必
要
性
を
繰
り
返
し
訴
え
た

こ
と
が
結
実
し
た
と
い
え
る
。

今
回
の
政
策
実
現
行
動
に

対
し
、
ご
協
力
頂
い
た
関
係

国
会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
各
位
と
と
も
に
、
組
合

員
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
る
。

◆
具
体
的
内
容

11
月
28
日
（
日
）
15

時

15
分
よ
り
、
サ
ン
ポ
ー
ト

ホ
ー
ル
高
松
に
て
第
５
回
本

部
執
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。冒

頭
、
大
谷
執
行
委
員
長

は
、
先
の
衆
議
院
議
員
選
挙

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
御
礼
を
述
べ
た
後
、
年
末

手
当
・
年
末
賞
与
に
つ
い
て
、

厳
し
い
交
渉
と
な
っ
た
と
振

り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
も
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
く
と
挨
拶
し
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
協
）

・
中
間
決
算

（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）

（
業
務
）

・
予
土
線
従
来
型
ワ
ン
マ
ン

【
後
部
開
放
】
の
実
施
及

び
宇
和
島
運
転
区
の
業
務

体
制
見
直
し
に
つ
い
て
の

申
し
入
れ
に
対
す
る
回
答

（
団
交
）

・
２
０
２
１
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与

（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）

（
組
織
）

・
退
職
者
連
絡
会
幹
事
会

（
共
闘
）

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
青
女
）

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ス
２
０

２
１

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会

・
グ
ル
ー
プ
エ
リ
ア
連
合
代

表
者
会
議

【
議
事
】

①
２
０
２
１
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
35
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

④
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

本
部
は
「
２
０
２
１
年

度
年
末
賞
与
の
要
求
（
申

第
９
号
）
」
及
び
「
準
組

合
員
（
契
約
社
員
）
の
年

末
賞
与
の
要
求
（
申
第
10

号
）
」
に
つ
い
て
、
11
月

２
日
に
１
回
目
、
11
月
24

日
に
２
回
目
の
交
渉
を
行
っ

た
。主

旨
説
明
に
て
組
合
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
会
社
が

未
曽
有
の
危
機
の
渦
中
に

あ
る
こ
と
は
承
知
す
る
が
、

リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
も

公
共
交
通
機
関
の
担
い
手

と
し
て
安
全
・
安
定
・
安

心
輸
送
の
確
保
に
奮
闘
、

各
種
会
社
施
策
へ
最
大
限

協
力
し
会
社
を
信
じ
懸
命

に
働
く
組
合
員
の
想
い
に

応
え
る
よ
う
強
く
要
請
。

こ
れ
に
対
し
会
社
側
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は

一
定
評
価
す
る
も
の
の
、

会
社
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
年
末
賞

与
に
つ
い
て
は
会
社
を
存

続
さ
せ
た
う
え
で
資
金
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
判
断

し
た
い
と
し
、
非
常
に
厳

し
い
反
応
を
示
し
た
。

こ
れ
に
屈
せ
ず
、
こ
の

間
、
会
社
の
極
め
て
厳
し

い
経
営
状
況
を
理
解
し
た

う
え
で
、
会
社
施
策
、
待

命
休
職
や
賞
与
不
支
給
、

定
期
昇
給
一
部
停
止
と
い
っ

た
組
合
員
の
生
活
や
雇
用

に
も
影
響
す
る
内
容
も
受

け
入
れ
て
き
た
こ
と
を
改

め
て
主
張
。
年
末
賞
与
に

こ
だ
わ
り
粘
り
強
く
交
渉

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
昨

年
の
夏
季
賞
与
、
年
末
賞

与
、
今
年
の
夏
季
賞
与
に

続
き
、
今
回
も
年
末
賞
与

の
支
給
は
困
難
と
の
回
答

に
納
得
は
出
来
な
い
も
の

の
、
特
別
一
時
金
の
支
給

を
引
き
出
し
た
。

交
渉
終
了
後
、
持
ち
帰

り
検
討
し
、
経
営
環
境
が

極
め
て
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
年
間
の
特
別
一

時
金
支
給
額
で
は
昨
年
を

上
回
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
議
論
し
、
会
社

と
し
て
精
一
杯
の
回
答
で

あ
る
と
判
断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー
ス

№
４
、
６
参
照
）

年
末
賞
与
は
支
給
困
難
と
な
る
も

「
特
別
一
時
金
」
の
支
給
を
引
き
出
す
!!

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
】

極
め
て
厳
し
い
経
営
環
境
に
よ
り
年
末
賞
与
の
支
給
は
困
難
と
の

会
社
判
断
。
し
か
し
、
雇
用
・
生
活
の
維
持
に
不
可
欠
と
訴
え
た
結

果
、
特
別
一
時
金
と
し
て
の
支
給
を
引
き
出
す
!!

◆
社
員

１
５
０
，
０
０
０
円

◆
月
給
・
日
給
者

１
４
０
，
０
０
０
円

◆
時
給
者

４
７
，
０
０
０
円
又
は
７
８
，
０
０
０
円

２
０
２
２
税
制
改
正
大
綱
決
定

本
部
は
「
２
０
２
１
年

度
年
末
手
当
の
要
求
（
申

第
６
号
）
」
、
「
準
組
合

員
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
）

の
年
末
一
時
金
の
要
求

（
申
第
７
号
）
」
及
び

「
準
組
合
員
（
契
約
社
員
）

の
年
末
一
時
金
の
要
求

（
申
第
８
号
）
」
に
つ
い

て
、
10
月
29
日
の
主
旨
説

明
以
降
、
要
求
獲
得
に
向

け
て
粘
り
強
く
交
渉
を
行
っ

て
き
た
。

会
社
側
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
長
期
化
に
よ
り
、
２
０

２
１
年
度
中
間
決
算
で
営

業
収
益
、
営
業
利
益
が
１

９
９
７
年
度
の
中
間
決
算

公
表
開
始
以
来
、
前
年
に

次
ぐ
過
去
２
番
目
に
低
い

結
果
と
な
っ
た
こ
と
を
強

調
し
た
上
で
、
10
月
以
降
、

収
入
も
最
も
悪
か
っ
た
時

期
か
ら
は
改
善
し
つ
つ
あ

る
も
、
先
行
き
は
見
通
せ

ず
、
経
営
環
境
が
引
き
続

き
極
め
て
不
安
定
な
状
態

に
あ
り
、
未
だ
会
社
発
足

以
来
最
大
の
危
機
的
状
況

の
中
に
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
た
。
そ
し
て
、
年
末

手
当
に
つ
い
て
、
決
し
て

楽
観
視
で
き
る
状
況
で
は

な
く
、
会
社
の
存
続
ひ
い

て
は
雇
用
を
維
持
す
る
た

め
に
は
極
め
て
厳
し
い
検

討
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

と
の
考
え
を
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
鉄
道

事
業
・
非
鉄
道
事
業
の
い

ず
れ
の
職
場
で
も
会
社
を

支
え
る
べ
く
組
合
員
が
日
々

の
業
務
に
奮
闘
し
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
期
末
手

当
の
減
少
等
か
ら
生
活
水

準
の
維
持
を
求
め
る
組
合

員
の
声
を
強
く
訴
え
続
け

た
結
果
、
会
社
側
か
ら

「
年
末
手
当
１
．
21
ヵ
月
」

「
年
末
一
時
金
１
．
61
ヵ

月
」
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社

員
の
一
時
金
に
係
る
係
数

０
．
６
」
「
契
約
社
員
の

年
末
一
時
金
（
詳
細
は
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー
ス
参

照
）
」
と
の
回
答
を
引
き

出
し
た
。

交
渉
終
了
後
、
持
ち
帰

り
業
務
対
策
委
員
会
を
開

催
し
、
「
会
社
の
経
営
は

極
め
て
危
機
的
状
況
の
渦

中
に
あ
る
が
。
組
合
員
の

奮
闘
や
生
活
給
と
し
て
の

必
要
性
を
訴
え
た
結
果
、

夏
季
手
当
を
下
回
る
こ
と

を
回
避
で
き
た
こ
と
」

「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合
員

の
期
末
一
時
金
に
乗
じ
る

係
数
に
つ
い
て
、
今
回
も

特
例
で
は
あ
る
が
夏
季
手

当
と
同
様
に
０
．
６
へ
の

改
善
が
図
れ
た
こ
と
」
等

を
議
論
し
、
引
き
続
き
組

合
員
一
丸
と
な
っ
て
安
全
・

安
定
・
安
心
輸
送
の
確
立

が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
、
収
入
の
確
保
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
、
現
時
点
に

お
い
て
会
社
と
し
て
の
精

一
杯
の
回
答
で
あ
る
と
判

断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
９
、
12
、

13
参
照
）

年
末
手
当
交
渉
妥
結
!!

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
危
機
的
な
経
営
状
況
が
続
き
、
会
社
と
の
議
論

は
平
行
線
も
、
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
べ
く

職
場
で
奮
闘
す
る
組
合
員
の
努
力
、
生
活
水
準
の
維
持
を
訴
え
、
年

末
手
当
及
び
年
末
一
時
金
に
対
す
る
回
答
を
引
き
出
す
!!

◆
「
１
．
21
ヵ
月
」
を
確
保
!!

◆
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
の
一
時
金
に
係
る
係
数
０
．
６
を
死
守
!!

「賃金実態調査」のご協力に感謝！
～回収率９６.６％を達成！！～

「ＪＲ連合第28回賃金実態調査」は、ＪＲ四国労組で1,771枚
（回収率96.6％）の回答を得た。組合員のご協力に厚く御礼申し
上げる。
調査結果は、２０２２春季生活闘争や今後の賃金政策議論に向け

た貴重なデータとして活用する。

【
二
島
特
例
を
５
年
延
長
】

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
及
び
四
国
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
が
所
有
し
又
は

借
り
受
け
て
い
る
固
定
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準

を
１
／
２
と
す
る
軽
減
措

置
を
５
年
延
長

【
承
継
特
例
を
５
年
延
長
】

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
及
び
四
国
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
並
び
に
日
本
貨

物
鉄
道
株
式
会
社
が
国
鉄

か
ら
承
継
し
た
本
来
事
業

用
固
定
資
産
に
係
る
固
定

資
産
税
、
都
市
計
画
税
の

課
税
標
準
を
３
／
５
と
す

る
軽
減
措
置
を
５
年
延
長

大谷　 清
石川 敏也
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Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
構
成
す

る
39
の
分
会
に
お
い
て
、
12

月
４
日
ま
で
に
全
て
の
分
会

大
会
の
日
程
を
終
了
し
た
。

各
分
会
大
会
で
は
、
執
行

部
よ
り
２
０
２
０
年
度
の
一

般
経
過
報
告
、
決
算
報
告
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
２
０
２

１
年
度
活
動
方
針
（
案
）
及

び
予
算
（
案
）
が
提
起
さ
れ
、

出
席
し
た
代
議
員
よ
り
「
安

全
・
安
定
・
安
心
輸
送
の
確

立
」
「
組
織
の
強
化
・
拡
大
」

「
労
働
条
件
の
改
善
」
に
関

す
る
質
疑
や
、
年
末
手
当
等

交
渉
の
進
捗
、
コ
ロ
ナ
禍
で

停
滞
し
た
活
動
を
如
何
に
活

性
化
さ
せ
る
か
等
を
中
心
と

し
た
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
執

行
部
か
ら
の
答
弁
の
後
、
各

議
案
は
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
最
後
に
各
分
会
長
に
よ

る
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
締
め
く
く
っ
た
。

分
会
は
組
合
活
動
の
原
点

で
あ
り
、
組
合
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化

し
、
連
帯
感
を
高
め
る
こ
と

が
組
織
の
強
化
、
拡
大
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。

各
分
会
役
員
に
は
、
分
会

大
会
に
お
い
て
決
定
し
た
活

動
方
針
に
沿
っ
て
、
世
話
役

活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
よ
り
良
い
職
場
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
を
要
請
す

る
。12

月
８
日
（
水
）
、
高
松

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
「
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」
を

開
催
。
日
頃
、
組
合
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
支
部
・
分

会
三
役
を
対
象
と
し
、
四

国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
組
合

員
30
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
の
主
催
者
挨
拶
に

て
大
谷
執
行
委
員
長
は
、

日
頃
の
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運

動
へ
の
理
解
と
協
力
に
御

礼
を
述
べ
た
後
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
重

要
性
を
説
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合

ビ
ジ
ョ
ン
に
触
れ
つ
つ
、

横
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
の
が
組
合
で

あ
り
分
会
組
織
で
あ
る
と

述
べ
た
。

参
加
者
は
「
労
働
組
合

の
必
要
性
」
や
「
世
話
役
活

動
の
重
要
性
」
及
び
「
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
の
現
状
と
課
題
」

等
に
つ
い
て
、
中
野
執
行
委

員
、
石
川
執
行
委
員
の
講
義

に
耳
を
傾
け
理
解
を
深
め
た

後
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
最
後

に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。
日
頃
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
で
の
悩
み
や

職
場
で
の
問
題
点
、
開
催
を

終
え
た
分
会
大
会
の
準
備
・

運
営
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

を
行
い
、
視
点
を
変
え
た
活

動
の
手
法
や
問
題
解
決
に
向

け
た
情
報
の
共
有
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。

業
種
別
専
門
部
会
の
う

ち
、
営
業
部
会
が
12
月
６
日

（
月
）
に
、
工
務
部
会
が
12

月
11
日
（
土
）
に
、
そ
れ
ぞ

れ
本
部
１
階
会
議
室
に
お
い

て
定
期
委
員
会
を
開
催
。

経
過
報
告
の
後
、
２
０
２

１
年
度
の
活
動
方
針
（
案
）

が
提
起
さ
れ
、
安
全
や
会
社

施
策
等
に
つ
い
て
、
専
門
部

会
と
し
て
の
観
点
か
ら
質
疑

が
交
わ
さ
れ
た
後
、
満
場
一

致
で
こ
れ
を
決
定
す
る
と
と

も
に
新
役
員
を
選
出
し
た
。

各
部
会
は
、
９
月
に
開
催

し
た
部
会
三
役
会
議
に
て
、

一
年
間
の
取
り
組
み
の
総
括

及
び
部
会
活
動
の
充
実
・
強

化
に
向
け
、
任
務
の
明
確
化

と
今
後
の
活
動
内
容
等
に
つ

い
て
議
論
し
意
思
統
一
。
そ

の
中
で
「
答
申
」
作
業
は
年

間
を
通
し
て
の
活
動
と
位
置

付
け
、
検
証
作
業
な
ど
に
つ

い
て
も
本
部
執
行
委
員
会
と

各
部
会
が
よ
り
連
携
し
た
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

冬
が
目
前
に
迫
る
11
月
30

日
（
火
）
、
「
阿
波
富
士
」

の
別
名
を
持
つ
霊
峰
高
越
山

を
望
む
丘
陵
地
に
位
置
す
る

「
四
国
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

（
徳
島
県
美
馬
市
）
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
本
部
主

催
「
第
31
回
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
催
。
四
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
ゴ
ル
フ
好
き
の
組
合

員
76
名
が
参
加
し
た
。

心
配
さ
れ
た
天
候
も
崩
れ

る
こ
と
な
く
、
参
加
者
は
豊

か
な
自
然
美
あ
ふ
れ
る
コ
ー

ス
で
、
自
慢
の
腕
前
を
発
揮

す
べ
く
真
剣
に
プ
レ
ー
し
、

全
員
が
怪
我
な
く
ホ
ー
ル
ア

ウ
ト
。

表
彰
式
で
は
、
お
互
い
の

プ
レ
ー
や
成
績
な
ど
ゴ
ル
フ

談
義
に
花
が
咲
き
、
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
て
親
睦
と
団

結
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識

し
た
大
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の

と
お
り
。

○
優

勝

藤
原

康
広
さ
ん

（
事
業
開
発
分
会
）

グ
ロ
ス
83

ネ
ッ
ト
72
．
２

○
準
優
勝

佐
伯

嘉
彦
さ
ん

（
松
山
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
88

ネ
ッ
ト
72
．
４

○
３

位

藤
本

悠
貴
さ
ん

（
徳
島
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
82

ネ
ッ
ト
72
．
４

○
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

藤
本

悠
貴
さ
ん

（
徳
島
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
82

※
順
位
は
ネ
ッ
ト
順

同
ネ
ッ
ト
の
場
合
、

①
年
齢
、
②
ハ
ン
デ
ィ
、

③
グ
ロ
ス
で
順
位
決
定

藤
原

康
広
さ
ん(

事
業
開
発
分
会)

が
優
勝
!!

「第３５回定期本部委員会」の開催について

１ 日時
２０２２年２月４日（金）13時より17時まで

２ 場所
「ホテルアネシス瀬戸大橋」

３ 議題
（1）定期大会以降の経過について
（2）２０２２春季生活闘争方針を

はじめとする当面の活動方針（案）
（3）その他

11

月
19

日

（
金
）
11
時
よ

り
、
本
部
１
階

会
議
室
に
お
い

て
「
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
第
１
回
退

職
者
連
絡
会
幹

事
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。

幹
事
会
に
は
、

清
水
会
長
を
は

じ
め
四
国
各
地

よ
り
役
員
及
び

各
県
代
表
の
幹

事
ら
９
名
が
出

席
。
来
賓
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
退
職
者
連

絡
会
髙
野
会
長
、
交
運
共

済
四
国
事
業
本
部
浅
岡
本

部
長
ら
を
迎
え
た
。

幹
事
会
で
は
事
務
局
か

ら
、
一
般
経
過
報
告
、
会

計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

活
動
方
針
（
案
）
及
び
予

算
（
案
）
の
提
起
を
受
け
、

政
治
へ
の
取
り
組
み
や
交

運
共
済
生
協
の
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
を
中
心
に

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
た

後
、
満
場
一
致
で
全
て
の

議
事
が
承
認
さ
れ
た
。

退職者連絡会幹事会を開催

専
門
部
会

定
期
委
員
会
開
催

(左)
工務部会長の発声で

団結ガンバロー

分
会
大
会
、
全
日
程
終
了

!

ＪＲ四国労組

L I N E 公 式 ア カ ウ ン ト

登
録
は
無
料
で
す

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

(右)
営業部会には、駅・ワー
プ・列車乗務員の各分科
会から委員が出席

ナイスショット!! 優勝した藤原さん(左)


